
 

 

記 録 簿 

タイトル  イヴニング・ダイアログ with 裾野高校 

日時 令和元年 10 月 29 日（火）16：15～17：00 

場 所 市長応接室 

市 
 髙村市長、佐久間副市長、風間教育長、江藤理事、西川企画部長、 

加藤企画政策課長 

裾野高校 
生徒会、ボランティア部に所属する６名の生徒 

引率：教頭先生 

事務局 企画政策課 長田係長、勝間田主席主査、川上主任 

内容 

〇裾野高校に入学した時の感想 

 高校まで駅から歩いて 15 分かかるのが遠いと感じた。 

 雨の日は制服が濡れて困る。近い方がいい。 

 商店街が沼津市に比べ明るい（光が入る）、空気が澄んでいる。 

 長泉と似ている感じがする。遊ぶところがあまりない。 

 電車の本数が少ない。乗り遅れたとき困る。 

 

〇待ち時間の使い方 

 友人がいないときはスマートフォン 

 鈴木図書館が近く便利。ただし、月曜休館や点検の休館で使えないとき困

る。 

 自習ができる場所があったらいい。（駅前に集まれる場所） 

 机があったら勉強やカードゲーム、一人ならスマートフォン、待ち合わせ

場所（Ｗｉ-Ｆｉあるといい） 

 手話等習い事や体験できるスペースと自由スペースの併設。 

 

〇勉強の環境 

 小山高の友人は、高校の周りが山しかないから勉強しやすいと言っていた。 

 

〇学校以外で立ち寄る場所 

 ベルシティ、丸亀製麺、コメダ珈琲、よしだや 

 

〇自由発言 

 どこに行くにも車が必要。もっとバスの本数があったらいい。部活やイベ

ントで文化センターに行くときに、徒歩 40 分かかるのはつらい。 

 高校へは自転車で通う予定だったが、道が狭い場所があったり、でこぼこ

道がある。整備されたら通いやすい。 

 夜は街灯が少なく怖い 

 全生徒でギネス世界記録への挑戦をしたい。できれば市と連携してやって

みたい。（三島は市とやっている） 

 上記を裾野高校の敷地でやりたい。（コスプレなどのイベントでも中央公園

よりは近い） 

 ボランティア部として、各地で災害が起きているので、一人暮らしの高齢

者を助けに行けたらいい。寄り添うような活動をしてみたい。このような

活動を市と連携してできたらいい。 



 

 介護系列で学んでいるハンドマッサージも活かせたらいい。 

教頭：いきなり生徒が被災地へ行けないので間に入ってもらえれば。 

 三才の時、東京から引っ越してきた。水道水がおいしかったのを覚えてい

る。 

 横断歩道を渡るときの車が、沼津市では止まってくれないが、裾野市は止

まってくれる。 

 イベントも裾野は地域の方が参加してくれるが、沼津は参加しない。 

 裾野市には、田舎の良さがある。 

 初対面の人から話しかけられる。これが都会なら怖いと感じるが、田舎だ

と安心する。 

 

〇市提案 

高校生議会の開催（50 周年記念又は毎年） 

 面白そうだし、やってみたい。 

 裾野市の良いところ、悪いところを学校でアンケートを取ったら面白いと

思う。 

 

〇進学・就職したい地域（都会への意向） 

 教員を目指しているが、静岡県がいい。 

 介護学校へ行くなら沼津。就職なら沼津・裾野間 

 一度大都会へ出て、結婚したら戻ってきたい。 

 住んでいる沼津市で働きたい。 

 人がいい裾野や御殿場がいい。裾野なら一人暮らしをして働きたい。 

 都会に出て、いろんな人に触れ、学んでから帰ってきたい。 

 

〇やりたいこと及び要望 

 50 周年でギネスの挑戦。市とコラボして大きなイベントをやりたい。 

 大きなこともやりたいし、小さなことも市と連携してやりたい。 

 御殿場はアウトレット、沼津はららぽーと。裾野にも大きなものをつくっ

たらどうだろうか。 

 ボランティア部の活動で販売等をやっているが、被災地での本当のボラン

ティアをやりたい。 

 以前、お年寄りの朝のゴミ出しを手伝わないかという話があったが、朝は

参加できない。介護系列で学んだハンドマッサージを活かしたい。市から、

このお年寄りのところに行ってほしいと言われれば行ける。放課後なら対

応可能。 

 須山にバスを増やしてほしい。そうすればもう少し便利になる。 

 

以上 

 


